
医療介護連携の構築

～大村市の取組み～

大村市地域包括支援センター



大村市

長崎県の中央に位置する

東には多良岳県立公園、
西には大村湾を望む自然
豊かな市

海上空港である長崎空港
があり長崎県の玄関口

県内で唯一人口増加がみ
られる市

市花「おおむらざくら」
八重桜を二段咲きをした
独特の花

市マスコットキャラク
ター「おむらんちゃん」



大村市の概況

（平成２９年１１月現在）

大村市の人口 ９万５，７０７人

高齢者人口 ２万２，８４７人

介護保険認定者数 ４，０８３人

高齢化率 ２３．９％

県の高齢化率 ３１．０％



他の圏域との病床数の比較】            

圏域 圏域人口 一般病床 療養病床 合計 人口/病床 

長崎区域 543,250 人 6,211 床 2,654 床 8,865 床 61.2 

佐世保・県北区域 335,882 人 3,577 床 1,898 床 5,475 床 61.3 

県央区域 273,127 人 3,560 床 1,233 床 4,793 床 56.9 

長崎区域…長崎市、西海市及び西彼杵郡 

   佐世保・県北区域…佐世保市、平戸市、松浦市及び北松浦郡佐々町 

                           出典：県央地域医療構想調整会議資料

 

県央区域：諫早市・大村市・東彼杵町・川棚町・波佐見町

１つのベッドに占める患者数が他圏域に比べ
て低い=県央区域は他圏域に比べて、医療施
設が充実している。



※長崎県ホームページ『長崎県地域医療構想』（H28.11策定）より

【県央区域における医療需要の推移と4つの機能区分の推移】
医療需要（棒グラフ）2013年を100とする機能区分の推移（折れ線グラフ）



病床

Ａさん在宅療養生活（慢性期）

Ｃさん
（終末期）

Ｂさん
（急性期）

Ｅさん
（終末期）

Ａさん
（終末期）

在宅医療在宅医療 家族介護家族介護

訪問看護介護訪問看護介護

住居の確保住居の確保

地域の見守り地域の見守り 生活支援生活支援

地域ケア体制の確立
※生活支援ＣＮ

地域の社会資源群

Ｄさん
（急性期）

Ａさん入院生活（慢性期） ※回復期、ケア病棟を除く



自宅 子の家

親戚の家
協同住宅

（友人などと）

施設・高齢者専用

住宅

その他

75% 80% 85% 90% 95% 100%
※平成25年度に実施した日常生活圏域ニーズ調査による

大村市民の暮らしたい場所
【今後どこでくらしたいかのアンケートに対する回答】



大村市における最期を迎えたい場所

日常生活圏域ニーズ調査【調査実施期間：Ｈ29年3月13日～Ｈ29年4月14日まで】より抜粋



病院

66.2%

診療所

10.2%

介護老人保健

施設

4.2%

老人ホーム

7.5%

自宅

9.5%

その他

2.3%

大村市における死亡場所 （2012年）

平成24年度 大村市死亡統計（「長崎県 衛生統計」より抜粋）



大村市在宅ケアセミナー

2 バブル崩壊 大村市地域リハビリテーション学習会（大地の会）発足

大村市地域医療研究会（ブッシュ会）発足

経過時事

元年 消費税3％,ベルリンの壁崩壊

3 湾岸戦争・長崎普賢岳噴火 大村市在宅ケアセミナー設立

職種：医師・歯科医師・薬剤師・歯科衛生士・医療ソーシャルワーカー・介護支援
専門員・管理栄養士・保健師・看護師・リハ職（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）・介護士・ヘル
パー・福祉用具関係者・事務職
開催：奇数月の第3木曜日 18:45～
会員数：３０７名（平成２９年１１月時点）



平成29年７月
大村市と
在宅ケアセミナー共催
市民公開講座を実施



医師会と在宅ケアセミナー合同で、大村市の夏祭り（おおむら夏越まつり）へ参加

踊りの完成度も上がり、『大村音頭賞』
受賞しました☆



連携ノート

配布対象者：介護サービス利
用者（総合事業事業対象者・要

支援１～要介護５）

配布者：介護支援専門員（ケア
マネジャー）
配布数：２２４１冊
（Ｈ２６年～Ｈ２９年１０月末時点）



冷蔵庫
に入れます！

冷蔵庫の扉
に貼ります！

救急車を要請した際に、救急隊員が
「緊急医療情報用紙」を確認すること
で、
医療機関との連携やご家族への連絡等を
円滑に行うことに役立ちます。

救急医療情報キット 配布数：１２６１本
（平成２６年～Ｈ２９年１０月末時点）



Ｈ26年5月22日 包括的連携協定締結

医師会 歯科医師会

介護支援専門員
連絡協議会

大村市

目的）各機関が包括的な連携のもと、高齢者を取り巻く社会環境や地域の課題等に適切に対応し、大村
市の地域の特性を生かした地域包括ケアシステムを構築すること

薬剤師会



推進会議

(代表者会議)

推進拡大会議

（次席級会議）

（実務者会議）

第１圏域会議
(玖島

中学校区)

第２圏域会議
（大村

中学校区)

第３圏域会議
(西大村
中学校区)

第４圏域会議
(萱瀬

中学校区)

第５圏域会議
(桜が原
中学校区)

第６圏域会議
(郡

中学校区)

大村市地域包括ケア推進会議



大村市地域包括ケア推進会議

◆推進会議 （代表者会議）

委員長 大村市長

副委員長 大村市医師会 会長

委 員 大村東彼歯科医師会 会長

委 員 大村東彼薬剤師会 会長

委 員 介護支援専門員連絡協議会 会長

◆拡大会議 （次席級会議）

座長 大村市医師会 副会長

委 員 大村市副市長

委 員 大村東彼歯科医師会 専務理事

委 員 大村東彼薬剤師会 副会長

委 員 介護支援専門員連絡協議会 副会長

◆実務者会議 （地域ケア会議）

大村市医師会 介護老人福祉施設

訪問看護ステーション連絡協議会 長崎県老人保健施設協会

大村東彼歯科医師会 社会福祉協議会

大村東彼薬剤師会 老人クラブ連合会

介護支援専門員連絡協議会 民生委員・児童委員連絡協議会

認知症グループホーム連絡協議会 町内会長会連合会

訪問介護事業者連絡協議会 シルバー人材センター

通所リハビリテーション事業者連絡協
議会

大村市在宅セミナー

通所介護事業者連絡協議会 県央保健所

小規模多機能事業者連絡協議会



大村市地域包括ケアシステム推進基本計画

平成２８年度策定

計画の期間：平成２８年～平成３７年



Ｈ２７年４月 介護予防事業・日常生活支援総合事業 開始

Ｈ２７年１０月 認知症地域支援推進員 発足

Ｈ２７年１０月 認知症初期集中支援チーム 開始

Ｈ２７年１２月 認知症ケアパス 発行

大村市地域支援事業の取組み



大村市版 「人生ノート」の特徴
◆手に取って書きたくなるようなデザインとレイアウト
◆ 内容は、「生まれた頃」「若い頃」「働き盛り」「今の自分とこれから」
「介護が必要になったとき」「医療・終末期について」
◆ただ振り返るだけでなく「これから」をどのように過ごすのか具体的に記載し、介護予防に役立てる。

長崎リハビリテーション学院　ＯＴ

長崎リハビリテーション学院　学生

検討委員会メンバー

介護老人保健施設　ＰＴ

活水女子大学　看護学部教員

活水女子大学　看護学生

大村市医師会訪問看護ステーション



【大村市版 人生ノート】取り組み
２０１１年3月 「おおむら支え合いプラン」重点課題の一つとし

て、人生ノートの制作と活用が位置づけられる
2014年6月～「人生ノート検討委員会」
2015年3月 「人生ノート」初版500冊完成
（表紙込みA3ｻｲｽﾞ16ページ）

◆書きやすさ・内容についてモニタリングを実施
↓ （2015年4月～）

◆介護予防事業として「書き方講習会」を開催
↓ （2015年5月～）

◆講習会受講者が「普及サポーター」として活動
できる仕組み作り
◆意見をもとに第2版2000冊作成 （2015年12月～）

背景と目的

近年エンディングノート（人生ノート）の有用性
が認識されており市民の関心が高い。 「人生
ノート」は作成しても活用されなければ意味が
なく、委員会では、 「どう活用するか・普及する
か」を重視しながら内容を検討。 「人生ノート検
討委員会」は、学生や市民も参加した。完成し
た「人生ノート」は、介護予防事業として、書き
方講習会を行い、参加者と一緒に、これまでの
人生や、これからの生活を考える機会としてい
る。

書き方講習会 受講者数：５９３人（Ｈ２７年～Ｈ２９年９月末時点）



わたしのこと

生まれた頃～働き盛り頃

今の自分とこれから

もしもの時に備えて

１

２

３

４
少し詳しく説明
させて頂きます



もしもの時に備えて

～内容～
①介護が必要になったとき（誰に介護をしてほしいか,どこで介護を
してもらいたいか,介護費用について）

②医療・終末期について（告知を希望するか,延命処置を希望する
か,臓器提供について）

③どのような最期を迎えたいか

④葬儀について（葬儀形態,規模,遺影,お墓について）



在宅医療サポートセンター（まちなか保健室）設立

Ｈ２８年４月１日



在宅医療サポートセンター



医療・介護に関するあらゆる相談に対応できる拠点
を目指し在宅医療サポートセンター(まちなか保健室)を開設
しました。

H28.4.1開設

①退院支援・調整
②日常療養生活の支援
③急変時の対応
④在宅での看取り



基本コンセプト
場所の提供 相談・啓発内容

► 相談できる場所

► 憩いの場所

► 語らいの場所

► 学習の場所

► 会議の場所

► 在宅医療・介護

► 健康・生活支援

► がん療養

► 難病・認知症

► 生活習慣病・検診

► 看取り

► アドバンス・ケア・プラ

ンニング

（自己決定支援）



場所の提供
相談の出来る場所、学習の場所



場所の提供
憩い、語らいの場所



24Hコールセンター
（24H365日安心して在宅での医療を受けることが出来るために！）

〔コールセンターの登録の対象者〕

○在宅（自宅・有料老人ホーム・グループホームなど）で生活さ
れている方
○がんで療養されている方
○在宅療養に不安がある方や入退院を繰り返している方
○要支援・要介護の方
○独居や老々世帯の方
○その他主治医が必要と認めた方など



２４時間対応コールセンター（在宅医療サポートセンター）



大村在宅ドクターネット

在宅療養が必要になった場合、定期的に訪
問診療を行ったり、具合が悪い時に往診し
てもらえる在宅主治医を持つことで、安心
して在宅での療養を送ることが出来るシス
テムです。
基幹病院の主治医と連携し、在宅主治医及
び副主治医の調整を行います。

Ｈ17年7月より開始



「地域完結型医療」＝ときどき入院ほぼ在宅

ナースステーション
＝在宅医療サポートセンター

病室＝自宅

廊下＝道路廊下＝道路

基幹病院
＝集中治療室

外来
＝診療

所

往診依頼

患者情報
患者情報

大村市タウンホスピタル構想



人材育成



認知症支援リーダ養成研修について

「認知症支援リーダー」とは…

“大村市”と“大村市医師会”が認定

する大村市独自の認定資格

＜ 認知症支援リーダーの役割＞

かかりつけ医、認知症サポート医との連携強化

市民からの認知症に関する相談対応力の強化

その他、市および医師会が実施する認知症施策への協力

今後の認知症対策の中心を担う人材育成の掘り起し



大村市における「認知症支援リーダー」の位置づけ

認知症サポート医

or

認知症相談医

介護支援専門員(ケアマネジャー)
地域包括支援センター

各分野の専門職等

歯科医師・歯科衛生士・ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・

薬剤師・ＭＳＷ・ＰＳＷ・看護師・管理栄養士

介護従事者

市民

認知症サポーター

(市民・事業所・民生委員・老人クラブ・学校等)

認知症支援リーダー

受講対象者

大村市医師会 医療機関

認知症サポーター

3年間で1万人目標

Ｈ26年度～
認知症支援リーダー
養成研修修了者【基礎】
623名（修了証交付済）

Ｈ27年度～
スキルアップ研修修了者
324名（認定証交付済）



H26～H29年度基礎研修修了者内訳

歯科医師

5%
薬剤師

3%
理学療法士

6% 作業療法士

4%

言語聴覚士

2%

看護師等

18%

歯科衛生士

3%

ソーシャルワーカー

5%
管理栄養士等

2%

介護支援専門員
23%

介護従事者

22%

市職員(包括)
7%





平成26年度以降開催されている、“認知症支援リーダー養成研修
の基礎研修課程”を修了し、大村市と大村市医師会から「修了
証」を 取得された者。

を2か年で 受講すると…



認知症支援リーダー養成研修

基礎研修

スキルアップ研修

平成27～28年度で、 324名
がスキルアップ研修を修了し
認定証書を交付

平成26～29年度で、 623名
が基礎研修を修了し
修了証書を交付



H26～H28年度スキルアップ研修修了者内訳

歯科医師

7%
薬剤師

3% 理学療法士

8%
作業療法士

7%

言語聴覚士

2%

看護師等

17%

歯科衛生士

4%

ソーシャルワー

カー

4%

管理栄養士等
2%

介護支援専門員
34%

[分類名]

[パーセンテージ]

※今年度開催途中

市職員(包括)
12%

H27年～H28年度スキルアップ研修受講者内訳



支援リーダーが所属する
事業所にステッカーを配布

平成２７～２８年度
スキルアップ研修修了し
「認定証」交付予定の者

３２４名

＜スキルアップ研修＞
2年で2回受講→認定証書交付

＜基礎研修＞
３回/１クール受講→認定証書交付

平成２６～２９年度
基礎研修修了し

「修了証書」交付予定の者
６２３名



平成28年度スキルアップ研修

各専門職を交えての検討会 地域ケア会議

地域公共機関との連携



大村市の今後の取組み



■中心市街地における推進拠点の整備（大村市）■中心市街地における推進拠点の整備（大村市）

(仮称)大村市ソーシャル・ビジネスセンターの整備方針

産業支援センター１階 民間商業スペース

高齢・障がい行政センター
（地域包括支援センター）

３階

商工会議所４階

歯科医師会・子供科学館５階

6階

倉庫等地階

医師会・薬剤師会・訪問看護・社会福祉協議会等

在宅医療サポートセンター

□施設概要
■所在地

大村市本町４５８-２３
(旧大村浜屋ビル)

■施設規模等

鉄骨鉄筋コンクリート造
地下１階、地上７階
延べ床面積
11,494.38㎡
（3,477.04坪）２階

外国人日本学校









むすびに


